体育に関する概念 by 田中, 四郎
Title 体育に関する概念
Author(s) 田中, 四郎





































































































































































































































































































































































　　ある。 （） （）　　（） （） （）
3．色々なことを忘れるために
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身　体　適　性　実験2
氏名：　　　　　　　　部：　　　El付：
〈目　的〉この実験授業期間の目的は：
　　　　　三．身体適性の異なった様相を見極めるための手助けをする。この実験に参加するこ
　　　　　　　とによって、様々な身体適性の違いはもちろん、特に健康や技術に関連した身体
　　　　　　　適性の相違について理解しはじめることが期待されている。
　　　　　2．身体適性のそれぞれの大切な様相についての洞察力を獲得すると共に、それらの
　　　　　　　様根に関する評価の手助けをする。
〈手続き〉表2．1に記述してある身体適性の運動を行なう。結果をそれぞれ反対側にある空欄
　　　　　の中に当てはまるものを記入する。
〈予測される結果〉自分の身体適性の様相で、予測される最高と最低の採点をする。
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　　　果〉あなたの試みた運動は、体力の試験としては良くないが、運動を行なうことによって
　　　　　体力はただ一つだけのものではなく、多くの異なったものから成り立っているという
　　　　　ことが分ったと思う。概念2と3の解釈を基にして、技術に関連していると思う番号
　　　　　の項冒や健康に関連していると思う番号の項蟹に丸をしなさい。
技術関連：　1　2　3　4　5　6　7　8　9
健康関連：　1　2　3　4　5　6　7　8　9
結論と意味：本当に自分の体力を試験したければ、あなたはこの教本の後に紹介されてある多
　　　　　　くの試験をする必要がある。したがって、多分あなたは良くできなかった運動の分
　　　　　　野に興味があることと思う。
　　　　　　　あなた自身の幸せのためには、健康に関連した体力での試験で良くなければなら
　　　　　　ない。健康に関連した体力の5つの運動でいくつパスしたか。番号に丸をしなさい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2　3
自分の実施状態に驚いたか、がっかりしたか、説明しなさい。
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表一2．1　身体適性の運動
項 目 体力様相　合　格　男性の　女性の
　　　　　　　　合格％　合格％
1．　　　　片足平衡性：片脚で爪先立ちになると体重は
慰　　　　　足の種子骨の上に乗り、踵は床から離れる。　　　　　両手は前に出し、もう片方の脚は真っすぐ前
　　　　　に伸ばす。
平衡性はい　80
（10sec）　　（）
　　　　　いいえ
　　　　　（）
80
2．　　　　立ち幅跳び：爪先が線の後になるように立　瞬発力
肇　　　　　ち、走ったり、ステップやポップをしない　　　　　で、できるだけ遠くにジャソプする。合格
　　　　　するには、男性は自分の身長プラス15cm
　　　　　で女性は自分の身長分だけ。
は　い　　95
（）
いいえ
（）
70
3．　　　　爪先タッチ：脚を揃え膝を伸ばして立ち、　　柔軟性
か　　　　　腰から前方に曲げて指で床に触る。反動を
　　　　　っけずにゆっくりと曲げる。
は　い　　90
（）
いいえ
（）
90
4．　　　　開脚ジャソプ：直立の姿勢から空中にジャ　　敏捷性と
馬　　　　　　ソプする。脚を開いて飛び上がり、両手で　瞬発力
　　　　　脚に触る。1回つつ床から5回連続する。
は　い　　70
（）
いいえ
（）
50
5． 上体起こし：横臥の姿勢になるQ補助者の
za）　，＝＝，、人に下腿を搬てもらう・手蠣の欝こし
　　　　　て、顎が床から前腕の長さのところまで挙
　　　　　げる。
柔軟性と
後背の力
は　い
（）
いいえ
（）
90 70
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6．　　　　脚の下げ降ろし：脚を90度に挙げて背中で　　筋
　　　　　寝る。脚を真っすぐにして下げる。背中を
　　　　　床に保つ。合格するためには、背中を補助
』　　　　　者の手のひらの厚さよりもそらさずに足を
　　　　　床から拳骨二個ほどのところまで下げる。
　　　　　　呼吸を正常にする。注意：腰痛の人は、こ
　　　　　　の実験をしないこと。
力　は　い　　76
　　（）
　　いいえ
　　（）
60
諭鷺灘1難筋
　　　　　　すぐになるように押しあげる。
力　は　い
　　（）
　　いいえ
　　（）
64
　倒立押し上げ（男性）：壁に向かって倒立をする。身体を下げて、顎を床につける。
押し上げてまた倒立になる。
は　い　　53
（）
いいえ
（）
8．　　　　その場駆け足：1分30秒の間、その場で駆
　
　
鯵　　　　　　け足をする。　（1分間120歩）1分間休憩
　　　　　　して、30秒間の心拍数を数える。心拍数が
　　　　　60より以下の人は合格。
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あ　と　が　き
　本稿の「体育に関する概念」は、健康や体力づくりに関わりのある学生を対象にして書かれた
教科書である。しかしながら、こうして第一一章にあたる序編と第二章の身体適性の翻訳をしてみ
ると、今日のように電気製品や自動車あるいは輸送機関が発達した環境の中で生活する日本人に
も、いよいよ運動不足病が深刻な問題になってきたと再認識させられる思いがした。本稿の原文
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は、1970年に初版がアメリカで出版され、その後’74、’78、’81、と版を重ねてきたが、今だにその
内容が、私たちの日常生活にとって大変有意義なものになっている。というのも、本文の中で事
実として紹介されてある記述が多くの研究者たちによって調べられたものであるからといえよう。
一般的に言われるように、アメリカでの社会現象は、日本の5年・10年あるいは20年後の姿であ
るということがいえるのかもしれない。ということは、今後ますます心臓や脳疾患で亡くなる人
が増えるということが予想されることになる。したがって、私たちは10年・20年後にやってくる
高齢化社会の中で元気に生活するためにも、自分の健康管理を積極的にやらなければならないで
あろう。
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